世界に関わる空間軸の形成：学習指導要領の歴史的分析を通して by 岩田,一彦 & 田中,伸
世界に関わる空間軸の形成
一学習指導要領の歴史的分析を通して一
岩田一彦・田中伸
兵庫教育大学
I.空間軸形成の重要性
社会科の目標は,「社会認識を通して市民的資質
を形成する。」である。 社会認識の形成に際しては,
社会諸科学が生み出してきた概念,法則性,モデル
が,習得,探究の目標となる。 これらは学習目標に
はなりえても,直接的な学習材にはならない。
例えば,5年で農業に関わる学習をして,基本的
な概念,法則性,モデルを習得・探究させようとす
れば,庄内平野の米作,北海道の酪農,沖縄のサト
ウキビ栽培などの具体的事象が,学習対象として準
備される。これらの事象は,かならず,一定の時間
軸と空間軸に位置づけることが必要である。 この時
間軸,空間軸の形成に関して,我が国の学習指導要
領の内容構成に,次のような問題性がある。
時間軸の形成に関しては,日本史学習が濃密に時
系列による展開をしてきた。 世界史の薄い部分は,
高等学校における世界史必修化で手当をしてきた。
それに対して,事象を位置づける空間軸の形成に関
して,日本,世界とも系統的育成の視点が弓削、o小
学校では,3年4年は地域社会の学習をして,身近
な地域の空間軸の形成をはかっている。 しかし,5・
6年は産業学習の展開となり,体系的な空間軸の形
成とはなっていない。 教科書会社が,教材のバラン
スを考えて,全国に事例地を配置しているにすぎな
い。特に,世界に関わる空間軸の形成に関しては,
場当たり的な展開となっており,問題が大きい。
こういった問題意識から,戦後の学習指導要領分
析をして,世界に関わる空間軸の形成の変遷を明ら
かにする。
平成19年版学習指導要領の作成過程で,中教審
教育課程部会(H18.09.21)配付資料は,世界に関
わる空間軸形成に関して,次のように述べている。
【現状と課題】2. 課題○現行学習指導要領
では,小・中学校社会科で世界に関する内容が減少
しており,世界の地理や歴史に関する内容を充実さ
せる必要があるという意見が出されている。
【改善の方向性】1. 目標・内容について(例)
習得すべき知識,概念や技能とその活用について,
空間軸,時間軸,社基軸の観点から整理し,それを
踏まえ,目標・内容の示し方の改善を図ってはどう
か。
3.国家・社会の形成者の育成(例)広い視野
から地域社会への理解を一層深めるため,中学年の
地域社会に関する学習について,第3学年では身近
な生活舞台としての地域社会という視点,第4学年
では日本の中の地域社会,世界とつながる地域社会
という視点から学ぶことができるよう,中学年の内
容を再構成してはどうか。 このため,目標及び内容
を学年ごとに分けて示してはどうか。
4.小・中学校における世界に関する学習の取扱い
世界の地理的認識や,我が国の歴史の背景と
しての世界の歴史に対する理解を深めるために,
小 .中学校社会科において,世界の地理,歴史
に関し,次のような改善を図ってはどうか0
(例)小学校:〇第4学年で,世界とっながる地
域社会という視点から学ぶことができるように内容
を再構成し,この学習の中で,世界の地域的枠組み
の理解を基礎として,世界の国々の名称と位置を取
り上げてはどうか。
中学校:○地理的分野で,. 世界の各地の人々の生
活・文化と自然環境や社会環境とのかかわりなどに
ついて学ぶ項目をもうけてはどうか。 また,歴史的
分野で,近現代にかかわる世界の歴史の扱いを改善
してはどうか。
この審議経過の内容は,中央教育審議会「審議の
まとめ」(H19.ll.07)では,世界に関する空間軸の
形成に関しては,次のような後退した表現になって
いる。
②社会,地理歴史,公民(ii)改善の具体的事項
(小学校)(ア)広い視野から地域社会や我が国の
国土に対する理解を一層深め,日本人としての自覚
をもって国際社会で主体的に生きていくための基盤
となる知識・技能を身に付けることを重視して改善
を図る。例えば,地図帳や地球儀の活用を一層重視
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する。また,47都道府県の名称と位置,世界の主
な大陸や海洋,主な国の名称と位置などを調べる学
習を新たに加え,自分たちの住む県(都,道,府)
の位置,世界の中での我が国の位置及び領土をとら
えることができるようにする。
(中学校)(ア)地理的分野については,世界の地
理的認識を深めるため,世界各地の人々の生活と環
境とのかかわりや世界の諸地域の多様性について学
ぶ項目を設けるとともに,我が国の国土に対する認
識を一層深めるため,日本の諸地域における特色あ
る事象を他の事象と有機的に関連付けて地域的特色
をとらえることができるよう内容の改善を図る。 ま
た,地図の読図や作図などの地理的技能を身に付け
させることを一層重視するとともに,身近な地域の
調査の学習において,諸課題を解決し地域の発展に
責献しようとする態度を養うことができるようにす
る。
こういった後退があったけれども,この経過を経
て制定された19年版学習指導要領における世界に
関わる空間軸の形成は,一定の体系性を持ち得た。
ここでは,戦後の学習指導要領の分析を通して,世
界に関わる空間軸形成視点を明らかにする。
Ⅱ世界に関わる空間軸形成の変遷史
本項では,世界に関わる空間軸形成の変遷を,小
学校・中学校という2つの学校段階に分けて示して
ゆく。その際,空間軸の違いを明確にするため,各
指導要領にみられる記述内容の特徴を,①キー概念,
②教育内容,③教育方法という3点から明らかにす
る。
(1)小学校における空間軸の形成
本項では小学校における空間軸形成の史的展開を
明らかにしてゆく。 その際,学習指導要領の変遷に
従い,まず各指導要領にみられる記述内容を目標・
内容の形で示し,その後に上記の3点に従い,空間
軸形成の特徴を示してゆく。
(ア)昭和22年版学習指導要領1)
目標
・世界の自然的環境及び文化は,地域によってさま
ざまに異なるものであること,並びに各地の人間
生活は,その文化的条件のもとに自然に適応しな
がら営まれていることを理解させること。
・外国及び外国人を理解する。
内容
・外国人との交際はどのようにして行われるか。
・世界中の人々が仲良くするには私たちはどうすれ
ばよいか。
・世界の農牧生産はどのように行われているか。
・外国の産物を集め,展覧会を開く。
・外国に行ったことのある人をよんで,外国で買っ
た物を見せてもらい,その話を聞く。
・世界の三大漁場について物語を読む。
本指導要領では,外国を日本と異なる空間と見な
し,そこにみられる特徴を異質なモノとして「眺め
る」学習を展開している。 自らとの関係性を考える
のではなく,あくまでも自分の外部にある存在とし
て外国に関する学習を行う。
昭和22年版学習導要領のキー概念として,「異質
な他者としての外国」,教育内容として「世界の地
域的特殊性」,教育方法として,「外国の物産集め,
外国人と接する」等を指摘することができる。
(イ)昭和26年版学習指導要領
Htf主
・世界の国々に住む人々の生活が,どのようにして
密接に結びついてきているかを理解させるように
努める。
・わたくしたちの生活が物的な面でも文化的な面で
も諸外国と密接不離の相互依存関係にあることを
明確にするとともに,外国および外国人に対する
深い理解を啓培することによって,国際間の親善
と平和とを進める心構えを養い育てること。
内容
・世界の国々は物的な面ばかりでなく,文化的な面
でも密接な相互依存関係にある。
・国を異にすれば,生活の形式も異なってくるけれ
ども,人々はやはり人間としての共通の欲求を持っ
ている。
・国際間の親善と平和とを進める心構えを養い育て
る。
・わたくしたちが日常用いている衣食住物資で,外
国から輸入しているものは何か。 なぜ外国から輸
入しなくてはならないか。
・外国人の発明をわたくしたちはどのように利用し
ているか。
・わたくしたちは現在外国の人々とどのように付き
合っているか。
本指導要領では,2の外国を解り上げ,生活
習慣における日本との違い,また,相互依存関係を
学習する構成が示されている。 ここから,26年版に
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みられる空間軸形成のキー概念が「日本と世界との
関係」であり,教育内容は「外国との相互依存関係」
であることが分かるO具体的な教育方法は,「外国
からの輸入品目調査」や,「他国との付き合い方を
考える」等である。
(ウ)昭和30年版学習指導要領
本指導要領では,前回まで多用されていた「外国」
という言葉が消え,それらは全て「世界」という表
現に変わっている。 ここでは空間軸に関わる記述と
して以下が指摘できる。
目模
・郷土及び日本や世界の代表的な諸地域の特色を大
きくつかませ,人々の生活が自然環境と深い関係
を持ち,他地域の人々の生活とも相互に結びあっ
て営まれている事実や人々が自然環境に対して積
極的に働きかけることの意義に着目させる。
・世界にはいろいろな国があって,それぞれ特色
のある生活が営まれていることを理解させ,広い
視野から我が国の生活や文化の特色,さらに今後
の発展について考えようとする気持ちを育てる。
・イギリス・ドイツ・フランスその他のヨーロッパ
のEg々,あるいはソビエト連邦,アメリカ合衆国,
ブラジル等のEg々でも. それぞれの地域の気候,
資源などを生かした特色ある生活が営まれている
が,それらの国々とわが国との現在の関係や今後
の協力などについて関心を払うこと
内容
・貿易の発達と文化の交流(中国,インド,イギリ
ス,ドイツ,フランス,その他ヨーロッパの国々,
ソビエト連邦,アメリカ合衆国,ブラジル)
・わたくしたちの生活と外国人の生活
ここでは,世界に現存する様々な国の特徴の理解
を通して,日本の生活や文化の特色を理解する学習
が組織されている。
従って,キー概念は「日本の客
観的理解」であり,教育内容は「世界諸国と日本の
関係」である。 教育方法は,「世界の様々な特色あ
る生活を知ること」,「世界と日本の関係を知ること」
等である。
(ェ)昭和33年版指導要領
本指導要領における世界の空間軸は,以下の記述
に示されている。
目棲
・世界の主要な国々の様子やわが国とこれらの国々
との関係などを具体的に理解させ,現在のわが国
が世界の国々から孤立しては存在できないことに
気づかせる。
・わが国の文化や伝統に対する正しい理解やこれを
尊重する態度などを深め,進んで世界の平和や人
類の福祉に貞献しなければならないわが国の立場
について考えさせる。
内容
・現在地球上には20数億の人々が多くの国々をつ
くって,それぞれアジア,ヨーロッパ,アフリカ,
南北アメリカ,オセアニア(大洋州)等の各地域に
生活しているが,わが国にとって貿易その他の面
で関係の深い国も多い。
・世界の国々の中には,わが国とは古くから交渉が
深く,現在のアジアにおいても重要な他位を占め
ている中国やインド,第二次世界大戦後独立の機
会を得て,産業の開発や新しい国づくりに努めて
いるアジアやアフリカの国々,古くから産業や文
化の開かれた西ヨーロッパにおけるイギリスその
他の国々,広大な土地や資源に恵まれ,現在の世
界で重要な役割を果しているアメリカ合衆国,ソ
ビエト連邦などがある。
・このような世界の国々は,最近のめざましい交通,
通信,報道機関の発達などによって,互に深く結
びっくようになったが,一方国家間の利害の対立
や紛争はなお絶えず,特に原子力時代といわれる
今日では,これを戦争という手段によって解決し
ようとすれば,人類全体にとって恐るべき結果が
予想されるので,人々の平和への願いはいっそう
高まってきている。
・第二次世界大戦後,国際連合というしくみがつく
られ,世界の国々はこれに加盟して世界の平和や
人類の福祉のために努力しているが,現在,わが
国もその一員として重要な役割を果している。
目標,内容ともに,日本の理解を深めるために世
界の主要な国々と日本との関係を具体的に考えるこ
とがめざされている。 キー概念,内容ともに30年版
指導要領とほぼ同じであるが,30年版と比較した際,
教育方法がより具体的なレベルへと変化している。
(オ)昭和43年版学習指導要領
r、itti
・国の政治のたいせつなはたらきや世界の平和に対
する人々の願いなどを理解させるとともに,世界
の諸地域で特色ある生活が営まれている様子に関
心を深め,国際理解の基礎を養う。
・各種の資料を効果的に活用してできるだけ広い視
野から社会的事象をとらえたり,その意味を論理
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的に追求していく力などの基礎を養う。
内容
・世界の自然環境の概路や,いろいろな気候的条件
のもとで特色ある生活を営んでいる人々の様子,
現在の世界における国家間相互の密接な関係など
を理解させるとともに,世界の平和に対する人々
の強い願いやこれに努力しているわが国の立場に
ついて関心を深めさせる。
本指導要領では,国際理解を目的とした,他国の
地理的特徴,また国際的役割等を学習する構成となっ
ている。キー概念は,「他国理解」であり,教育内
容は「他国の地理的特徴」が示されている。 具体的
な教育方法としては,「国の位置や気候の特色理解」,
また「国際連合等の世界的な取り組みを理解する」
ことである。 昭和33年版までの指導要領では,日本
と他国の関係は考察対象であるものの,その関係性
についての具体的な学習は示されていなかった。 こ
れが,43年版では,日本と世界全体という2つの枠
組みで世界を捉えなおす学習が示されている。
(カ)昭和52年版学習指導要領
目標
・現在の国民生活の安定及び向上にとって重要な政
治のはたらきを理解させるとともに,我が国が国
際社会の中で占めている役割に気付き,世界の中
の日本人としての自覚をもっようにさせる。
・我が国の歴史や国民生活に関する基礎的資料を効
果的に活用させる0
内容
・我が国の民主政治が日本国憲法の基本的な考え方
に基づいていることを具体的に理解させるととも
に,平和を敵う日本人として世界の国々と協調し
ていくことが大切であることを自覚させる。
本指導要領では,「世界の中の日本人」をキー概
念として示すことができる。 43年版指導要領では,
世界を自分とは離れた他者として捉えていたことに
対し,52年版指導要領では,世界の中に日本や様々
な国が包括されており,その中における日本の立場
や役割を理解することが目指されている。 従って,
教育内容についても,「社会事象に対する世界的な
取り組み」が設定され,教育方法は「機構(国際連
合等)やその機能の理解」である。
(辛)平成元年版学習指導要領
目標
・国家・社会の発展に大きな働きをした先人の業績
や優れた文化遺産について関心と理解を深めるよ
うにし,我が国の歴史や伝統を大切にする心情を
育てる。
・日常生活における政治の働きと我が国の政治の仕
組みや考え方及び我が国と関係の深い国の様子や
国際社会の中で占めている我が国の役割を理解で
きるようにし,世界の中の日本人としての自覚を
育てる。
・地図,年表などの各種の基礎的資料を効果的に活
用することができるようにするとともに,社会的
事象の意味をより広い視野から考えるようにする。
内容
・今日,我が国は経済や文化の交流などで世界の国々
と深いつながりをもっていることを理解できるよ
うにするとともに,平和を願う日本人として世界
の国々と協調していくことが大切であることを自
覚できるようにする。
本指導要領にみられる世界的な空間軸は,国際理
解を目指す前提としての他国に対する相対主義であ
る。国際社会に生きる日本人として,具体的に世界
の数カ国を耽り上げてその地域にみられる地理的・
文化的特徴を理解する。 それらを日本の立場や役割
の理解を通して,世界という空間を認識してゆく。
従って,チー概念としては,「相対主義に基づく国
際理解」であるO教育内容は,「世界における日本
の役割と位置づけ」であり,具体的な教育方法は,
「世界にみられる多数の国旗国歌へ対する理解」や,
「世界平和の重要性を知る」ことである。
(ク)平成10年度学習指導要領
目標
・国家・社会の発展に大きな働きをした先人の業績
や優れた文化遺産について興味・関心と理解を深
めるようにするとともに,我が国の歴史や伝統を
大切にし,国を愛する心情を育てるようにする。
・日常生活における政治の働きと我が国の政治の考
え方及び我が国と関係の深い国の生活や国際社会
における我が国の役割を理解できるようにし,平
和を願う日本人として世界の国々の人々と共に生
きていくことが大切であることを自覚できるよう
にする。
・社会的事象を具体的に調査し,地図や年表などの
各種の基礎的資料を効果的に活用し,調べたこと
を表現するとともに,社会的事象の意味をより広
い視野から考える力を育てるようにする。
内容
・世界の中の日本の役割について,次のことを調査
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したり地図や資料などを活用したりして調べ,外
国の人々と共に生きていくためには異なる文化や
習慣を理解し合うことが大切であること,世界平
和の大切さと我が国が世界において重要な役割を
果たしていることを考えるようにする。
ここでの空間軸の取扱いは,基本的には昭和52年
版学習指導要領,平成10年版学習指導要領と同じで
ある。日本は世界を構成する一員であると捉え,異
文化理解・多民族の共生を目指し,地理的特徴を調
べ学習によって理解してゆくO従って,キー概念は
「相対主義に基づく国際理解」であり,教育内容は
「日本を通した異文化理解」である。 具体的な教育
方法は,「外国の人々との共生を目指した異なる文
化の理解・尊重」や,「国際社会における日本の役
割を知る」こと等が設定される。
(2)中学校における空間軸の形成
次に,中学校学習指導要領における空間軸の形成
を整理してゆく。
(ア)昭和22年版指導要領2)
目標
・食糧問題が真剣に論ぜられている今日,我が国の
農牧生産の世界的地位を理解するためからも,世
界各地の農牧生産状況の概要を知ることが望まL
w.
・わが国の風俗・習慣・生活用具・生活様式の特質
の理解と,これらの形成に貢献した先人に対する
尊敬の態度を養う。 外国の文化の特色を理解し,
これとわが国の文化との長短を比較して,外国文
化の長所を採り入れようとする態度。
内容
・世界の農牧生産はどのように行われているか。
・世界諸地域の自然環境の特色を理解させる。
・世界の気候環境はどんな状態か。
・世界の大工業地帯ではどんな工業がおこなわれて
いるか。
・世界の交通はどのように開けてきたか。
・世界にはどのような宗教があるであろうか。
本指導要領では,自らと異なる文化・習慣を持っ
外国の存在を認識することが目指される。 したがっ
て,「異質な他者としての外国」を理解することが
キー概念となる。 教育内容として設定されているの
は「世界の地域的特殊性」であり,具体的な教育方
法は,「世界各地の地理的特徴を知る」という方法
である。
(イ)昭和26年版学習指導要領
目標
・人種・国籍・信条・性別・社会的身分などのいか
んにかかわらず,他人の権利や業績を尊敬する態
iri:-、
・外国の文化を尊重するとともに,わが国の文化を
いっそう発展させようとする態度。
・世界諸地城の自然および住民の衣食住の様式は,
地域によって,さまざまであることの知識および
どこの人々もわれわれと同じように,衣・食・住・
安全・健康などの人間としての基本的欲求を満た
そうと努力していることの理解。
・各地の住民の生活様式と自然との間には,密接な
関係が見られる場合があることの理解。
・自然は,各地の人々の衣食住の様式に決定的な力
をもっているものではないことの理解。
内容
・世界の人々の衣食住の様式は,それぞれの土地の
自然とどのように結びついているか。
・世界の諸地域はどのように結びついてきたか。
・天然資源をいっそう有効に利用するには,どんな
ことに心がけたらよいか。
・われわれは,そのようにして世界の平和を守るか。
本指導要領では,世界にみられる相互依存関係の
学習が示されている。 従って,空間軸形成のキー概
念は「世界諸地域の関係性」であり,教育内容は
「世界にみられる相互依存関係」である。 具体的な
教育方法として,「世界の産業発展の経緯の学習」
や,「世界平和の重要性の認識,及び,それに貢献
する態度の育成」等が設定されている。
(ウ)昭和30年版学習指導要領
目標
・世界の各地域は,わが国や他の地域に比べて,ど
のような特色があるかということについて理解さ
せる。
・人々や各地域間の相互関係は,ますます密接になっ
てきたことを理解させるとともに,この密接に結
びついた世界の中で,各人は郷土・国家の一員と
して,ひいては世界の一員としての責任があるこ
とを自覚させる。
内容
・世界の地域区分については,経済・政治・文化・
歴史などの諸要素を考慮して行うことがよいと考
える。 国際関係で重要な地位を占める国や,わが
国と関係の深い国については,国別に取り扱う必
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要がある。 ここでは次のような内容があげられる。
(1)位置と歴史的背景(2)住民と人口(3)自然環
境の特色(4)産業(5)資源の開発(6)言語・
宗教・風俗・習慣・民族(7)主要国の政治形態
と国際経済において占める地位(8)地図・統
計・資料
・世界全体にわたる諸事象について,ある程度の全
体的な理解が必要である。 その内容は「世界の諸
地域」の内容と重複するものが多いが,「世界の
結合」という観点に立って,次のような内容があ
げられる。
(1)人間生活との関係から見た自然環境(2)世界
の探検・発見・開発に伴う人口移動ならびに地図
の発達(3)世界の交通・貿易の緊密化と物質の
流動(4)世界各地における経済地域とその発達
段階(5)近代における産業革命が世界の諸地域
に及ぼした影響(6)資源の分布とその開発に関
する各国間の関係(7)人種・民族・言語・宗教・
人口の分布と特色(8)文化の地域的差異と近代
化の世界への波及(9)世界における非自治地域
と係争の多い地域(10)政治・経済・文化などに
関する国際機関とその機能(ll)国家の概念と世
界の主要国間における国際的諸問題(12)地図・
統計・資料
・上に掲げられた内容は,日本との関連において理
解させたり,世界全体を一つのものとして地域相
互間の関係を理解させたり,日本の生活の実態を
世界的視野のもとに考えて,世界における日本の
地位を正しく認識させるのに役だっものでなけれ
ばならない。
そして内容は羅列的でなく,動的で
機能的な考察の伴ったものであることがたいせつ
である。
ここでは,教育内容として,「世界諸Egの特色や
相互関係」が設定されている。 その際の教育方法は,
「世界諸地域の地理的条件の理解」や,「国際問題の
理解」等である。 従って,本指導要領では「日本の
客観的理解」というキー概念が,空間軸形成の観点
である。
(エ)昭和33年版学習指導要領
目標
・世界におけるわが国の立場を正しく理解させ,国
民としての自覚を高め,民主的で文化的な国家を
建設して,世界の平和と人類の福祉に貞献しよう
とする態度を養う。
・郷土,日本の諸地域,世界の諸地域における生活
には,地方的特殊性と一般的共通性とがあること
を明らかにし,それらが成立した自然的,歴史的,
社会的の条件やその意義を総合的に考えさせ,他
地域の人々を偏見や先入観にとらわれないで,正
しく理解しようとする態度を育てる。
・日本や世界の各地域相互の関係がますます密接に
なってきたことを理解させるとともに,これらの
各地域における生活を世界的視野に立って考えさ
せ,国家および世界の一員としての自覚を高め,
協調の精神を養う。
内容
・【世界の諸地域】位置と歴史的背景,自然環境
の特色,住民と人口,資源の開発と産業,主要国
の国がらとその国際的地位
・【全体としての世界】世界の自然環境,世界の
民族・人口,世界の資源と産業,交通・貿易によ
る世界の結びっき,世界の情勢と日本の地位
本指導要領では,世界諸地域の特色を理解した上
で,日本が世界の一員として国際協調を図る必要が
あることに重点が置かれている。
そのための教育内
容として,「世界における日本の位置づけ」が置か
れ,具体的な教育方法として,「世界諸地域の特色
理解」,「世界と日本のつながりを知ること」等が設
定されているO「日本を世界の一員として捉えなお
す」ことが,空間軸形成のキー概念である;
(オ)昭和43年版学習指導要領
目標
・世界におけるわが国の役割を理解させて,国民と
しての自覚を高めるとともに,国際理解を深め,
Eg際協調の精神を養い,世界の平和と人類の福祉
に貢献しようとする態度を育てる。
・経済・社会・文化などが急速に変化発展している
日本や世界の現状に目を開かせ,さまざまな情報
に対処し,確実な資料に基づいて公正に判断しよ
うとする態度とそれに必要な能力の基礎をっちか
つo
・日本や世界には大小さまざまな地域的まとまりが
あり,それらが相互依存の関係にあることを理解
させるとともに,国際社会における日本の役割を
考えさせ,国家および世界の一員としての自覚を
深める。
IMV享
・【世界とその諸地域】生活舞台としての地球,世
界の自然,位置と歴史的背景,自然の特色,住民
と人口,資源の開発と産業,世界の結びっき
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・【世界の中の日本】世界との結びつき,国土の利
用本指導要領では,他国との具体的なっながりに焦
点が置かれている。 教育内容は「世界との多様性と
そのつながり」であり,具体的な教育方法は,「他
国との具体的なっながりの理解」,「日本が発展する
ために世界との関わりが必須であることの認識」等
である。世界的な空間軸として,「日本とかかわり
のある他者として他国を理解する」ことがキー概念
^^m
(カ)昭和52年版学習指導要領
目標
・日本や世界の様々な地域についての学習を通して,
地理的な見方や考え方の基礎を培い,広い視野に
立った我が国土に対する認識を養う。
・日本や世界の各地域における人々の生活には,地
方的特殊性と一般的共通性のあることに気付かせ,
各地域やそこに住む人々の生活を正しく理解する
ための基礎を培う。
・日本や世界には大小様々な地域的まとまりがあり,
それらが相互に関連し合っていることを理解させ
るとともに,国際社会における日本の役割を考え
させる。
内容
・【世界とその諸地域】生活舞台としての地球,
世界の自然,世界の諸地域(位置と歴史的背景,
自然の特色,住民と生活,資源と産業
・【世界の中の日本】世界との結びっき,国土の
利用と保全
本指導要領では,「世界諸地域の異質性と同質性」
が教育内容として設定されている。
世界的な空間を
作り出している地理的事象には,共通性があり,そ
れらを理解することで,日本の理解を深めてゆく構
成が組織される。 従って教育方法として「世界諸地
域の空間的特色の理解」,並びに「世界における日
本の役割の認識」等が設定されている。 ただし,世
界諸地域にみられる表面的な特徴の理解に留まって
いるため,「相対主義に基づく共通性の認識」が本
指導要領における空間軸形成のキーワードである。
(辛)平成元年版学習指導要領
目標
・世界を大観させる学習を背景に,日本の様々な地
域についての理解を深めることにより,地理的な
見方や考え方の基礎を培い,広い視野に立った我
が国の国土に対する認識を養う。
・日本や世界の各地域における人々の生活には地方
的特殊性と一般的共通性のあることに気付かせ,
それらを成り立たせている地理的諸条件について
考えさせるとともに,人々の生活の地域的特色を
理解するための基礎を培う。
・日本や世界には大小様々な地域的なまとまりがあ
り,それらの地域は相互に関係し合っていること
を理解させるとともに,国際社会における日本の
立場や役割を考えさせる。
内容
・【世界とその諸地域】多様な世界(世界の国々,
人々の生活と環境),様々な地域
・【国際社会における日本】日本と世界の結びつ
き,日本と国際社会
本指導要領にみられる空間軸形成の論理とは,地
理的条件を作り出している諸条件の探究を行う点で
ある。
昭和52年版では,地理的な共通性等が置かれ
ていたが,それらを作り出している条件は示されて
いなかった。平成元年版は,52年版で示された空間
軸の認識を,それが作り出される諸要素の分析を行
うことで,より推し進める形となっている。 教育内
容は,「地方的特殊性と一般共通性を生み出す諸条
件」,そして「国際社会における日本の役割」が置
かれ,具体的な教育方法は,「日本と関連深い地域
の特色とその地理的条件の理解」である。 本指導要
領では世界各国の情報を羅列的に捉えるのではなく,
それらに共通する要素を把握し,さらに,要素を生
み出す条件により空間を整理してゆく。 ここから,
本指導要領における空間軸形成のキー概念は,「地
理的特色を作り出している諸条件」であることを指
摘できる。
(ク)平成10年版学習指導要領
目標
・日本や世界の地理的事象に対する関心を高め,広
い視野に立って我が国の国土の地域的特色を考察
し理解させ,地理的な見方や考え方の基礎を培い,
我が国の国土に対する認識を養う。
・日本や世界の地域の諸事象を位置や空間的な広が
りとのかかわりでとらえ,それを地域の規模に応
じて環境条件や人間の営みなどと関連付けて考察
し,地域的特色をとらえるための視点や方法を身
に付けさせる。
・大小様々な地域から成り立っている日本や世界の
諸地域を比較し関連付けて考察し,それらの地域
は相互に関係し合っていることや各地域の特色に
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は地方的特殊性と一般的共通性があること,また,
それらは諸条件の変化などに伴って変容している
ことを理解させる。
内容
・【世界と日本の地域構成】地球上の位置関係と水
陸の分布,国々の構成と地域区分
・【地域の規模に応じた調査】世界の国々
本指導要領でみられる空間軸形成の論理とは,地
球上にみられる地理的な共通性と特殊性の把握によ
り,世界の大局的判断が可能になるというものであ
る。
なお,本指導要領では平成元年版と異なり地理
的法則性を獲得するための方法論に重点が置かれて
いる。この方法論にもとづき,自らと異なる人々と
の共生の可能性やその方法を探る。 従って,キー概
念は「多民族の共生」である。 教育内容には「地理
的事象の大局的判断」が置かれ,具体的な教育方法
は,「地域的特色をとらえる視点や方法を身につけ
る」である。
(3)空間軸形成の論理
以上から,我が国の学習指導要領における世界に
関わる空間軸のとらえ方を5つのタイプに整理する
ことができるだろう。
第1のタイプは日本から他国を一方向的に見てゆ
くタイプである。 本タイプの構造を示したものが図
1である。
図1
このタイプの空間認識は,他国は互いに相対関係
にあり,日本はそれら世界を並列・羅列的に捉える
構造となる。また,その際の取り扱い方は一方向的
である。具体的にはアメリカ・イギリス・フランス
等,各国家間の関係は意識せず,また日本において
も,客観的な他者としてのみ他国を把握し,自らと
の関係は考慮しないタイプとなる。
本タイプには学習指導要領22年版が相当する。 外
国を日本と異なる空間と見なし,そこにみられる特
徴を異質なモノとして「眺める」学習を展開してい
る。
第2のタイプは日本と外国との関係性を考える学
習である。本タイプの構造図示したものが図2になる。
他国
日本
図2
このタイプは,日本と外国との双方向的な相互依
存関係を学習する。 本タイプでは,日本は自国のみ
で成り立つものではなく,他国との関係(貿易等)
により成立していること示す。 日本からのみ他国を
分析するといった一方向の眼差しではなく,他国と
日本との相互依存の関係を学習する。 「外国人を理
解する」という観点から,「外国人との関係を理解
する」という一歩空間認識を深めるタイプとなる。
本タイプには,学習指導要領26年版が相当する。
第3のタイプは,日本を世界という枠組みと比較
する構造である。 本タイプを図示したものが,図3
になる。
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日本
図3
世界が多数の国から構成されており,その枠組み
と日本を比較する認識である。 前の2タイプは,日
本と他の一国間とのつながりを把握するものである
点で異なっている。 30年版学習指導要領,33年版学
習指導要領がこのタイプに相当する。
第4のタイプは,世界間のつながりを重視するタ
イプである。 このタイプの構造を示したものが図4
である。
享:享-I
図4
このタイプでは,国際問題や国際連合等の世界的
に協力がおこなわれている制度や機構などを扱うこ
とで,「世界と日本」という二項対立的な認識では
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なく,世界の中にも様々な国があり,それらが協力
した取り組みがあることを把提する。 他国間の具体
的なつながりや,それらに対する日本の関係を学習
することで,世界を単一的に捉えるのではなく,多
くの国から構成される世界という複雑な枠組み(空
間構造)が把握できるようになっている。 43年版学
習指導要領が本タイプに当たる。
第5のタイプは,相対主義に基づく空間構造の把
握である。このタイプの構造を図示したものが図5
になる。
幸三f--
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図5
このタイプは,日本も世界の一員として世界を構
成しており,それぞれの国には同質性や共通性,ま
た異質性があることを把握する。 また,それぞれの
国が協力することで世界が成立しているといった空
間認識に基づく。 このタイプの目標は,異文化理解,
共生等様々であるが,日本を世界の複雑な構造に巻
き込まれている主体と捉え,世界の-構成員として
他国を尊重するという空間の捉え方である。 昭和52
年版学習指導要領,平成元年版学習指導要領,平成
10年版学習指導要領が相当する。
以上,我が国の学習指導要領には,空間軸形成の
構造として5つのタイプがみられる。
Ⅲ社会琵識形成課程における空間軸の形成
空間軸の形成が重要であることは事実である。 し
かし,社会科の目的を逸脱して,空間軸の形成の論
陣を張ることはできない。 構造的な社会科教育課程
に位置づけることが必要である。 ここまでの分析の
成果を踏まえて,小・中学校社会科に,次の教育課
程を提案する。
【小学校】
〔内容知8割・方法知2割の教育課程〕
3年身近な地域
・生活舞台としての身近な地域
・身近な地域における社会の働き
・身近な地域の歴史
(空間的,時間的位置付けの基礎と社会の基本的
働きを学習する。 )
4年社会における経済活動
・生産(農業,工業など)の具体例
・消費活動の具体例
・生産,消費を結ぶ活動例(運輸通信,マスコミ
など)(具体例には外国の事例を含む。
)
5年社会における行政・文化・政治活動
・日々の生活と行政の働き(水,ごみ,安全など)
・日々の生活と文化活動(生活の中の文化,祭り
などの伝統的行事,公民館・博物館などの働き)
・日々の生活と政治の働き(福祉,外国との関係,
選挙,憲法など)(4,5年では,社会に関する
構造的知識を主教材として学習し,その教材配列
の中に,空間軸,時間軸の形成を副次的に組み込
んでいく。
)
6年人々の生活の諸相
・日本の歴史,世界の歴史に見る生活の諸相
・日本および世界のさまざまな地域における生活
の諸相(小学校における空間軸,時間軸の形成を
世界的レベルで形成し,学んできた事象を整理す
る基本的整理棚を第1次的に完成させる。
)
〔規範知の教育課程〕
内容知・方法知の2割の時間配当で,社会的論争
問題を配慮し,合理的意志決定能力を形成する。
【中学校】
〔内容知8割・方法知2割の教育課程〕
1年目本地誌・世界地誌
(空間軸の第2次的形成を主たる教材配列の論理
とし,その教材の学習過程で社会認識形成を行
う。 )
2年日本史,世界史
(時間軸の第2次的形成を主たる教材配列の論理
とし,その教材の学習過程で社会認識形成を行
う。 )
3年公民
(社会諸科学の法則性,一般命題,概念の形成を
主たる教材配列の論理とし,その教材の学習過
程で空間軸,時間軸の形成を行う。 )
〔規範知の教育課程〕
内容知・方法知の2割の時間配当で,社会的論争
問題を配置し,合理的意志決定能力を形成する。
この提案に基づく社会科の内容構成をしていけば,
学んだことを空間軸,時間軸の中に位置づけること
- ill-
ができる。その結果,学習成果の定着性も高くなり,
社会認識の定着度も高まる。 そして,合理的意志決
定能力の形成は,民主主義社会における市民性の教
育となるo
1)昭和22年版,26年版学習指導要領においては,
指導要領の構成上,地理領域における目標,内容
が項目として明確に示されてはいない。 総合的な
内容として学年ごとに具体的な単元が示され,そ
の中において,各単元の要旨,目標,内容,評価
が示されているという扱いである。 したがって,
単元ごとに,地理的分野,歴史的分野,そしてそ
れらの複合的領域から世界を取り扱った個所は非
常に多くみられる。 紙幅の関係上,空間軸に関す
る項目全てを抽出することは出来ないため,ここ
では各単元から世界の空間軸に関する一部分をそ
の典型例として抽出する。
2)小学校学習指導要領同様,22年版学習指導要領,
26年版学習指導要債に関しては,各単元から世界
の空間軸に関する一部分をその典型例として抽出
した0
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